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「複数の治水対策案の立案」に関する要望書

昨年１０月１４日の「立野ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場（第２回 」で国土交通省）

は「複数の治水対策案の立案及び概略評価による治水対策案の抽出について （白川流域）を提示し、立野」

ダムにかわる１４の治水対策案が提案され、その中の５案が現実性の高い方策として県や流域７市町村に示

されました。

河道の掘削（治水対策案① 、黒川遊水地群の活用＋河道の掘削（治水対策案⑪ 、河道の掘削＋雨水貯留） ）

施設＋雨水浸透施設＋水田の保全（治水対策案⑫）などの５案の中には、ことごとく蓮台寺橋周辺（ＪＲ豊

肥線白川第一橋梁から薄場橋周辺）の「河道の掘削、橋梁や堰の改築」が入っています。

ところが、この区間の整備計画河道流下能力算定表を見ると、蓮台寺橋（河口より８．６ｋｍ）の改修後

の流下能力（計画高水位）は毎秒１９２６トンであり 「熊本市街地での流量を現在の毎秒１５００トンか、

ら２０００トンに増やす」とする白川水系河川整備計画の目標がクリアできていません。この区間の「河道

掘削、橋梁や堰の改築」は、立野ダムの有無にかかわらず整備計画に盛り込むべきであり、立野ダムに替わ

る治水対策案に入れるものではありません。

複数の治水対策案の立案及び概略評価による治水対策案の抽出について では 現行の河川整備計画 立「 」 、 （

） 、 （ ） 。 、野ダムを含む が１０００億円 河道の掘削 治水対策案① などが１２００億円となっています しかし

蓮台寺橋周辺（ＪＲ豊肥線白川第一橋梁から薄場橋周辺）の「河道の掘削、橋梁や堰の改築」は当然現行の

河川整備計画（１０００億円）にも加えるべき費用です。そうなると現行の河川整備計画は河道の掘削（治

水対策案①）等の費用を大きく上回ることも考えられ、コスト面でもでの評価も大きく変わります。

蓮台寺橋周辺の河道は現状でも流下能力が低く、先の７・１２洪水でも平田・十禅寺地区では堤防上端か

ら４０ｃｍまで水位が上がり、危険な状態でした（熊本市消防団副団長・吉本光康氏調べ 。三本松堰周辺）

の右岸では堤防が未整備のため、危うく氾濫するところでした。下記３点について要望します。

記

１．三本松堰周辺の右岸の堤防整備を早期完成すること。

２．蓮台寺橋周辺（ＪＲ豊肥線白川第一橋梁から薄場橋周辺）の「河道の掘削、橋梁や堰の改築」は、立野

ダムの有無にかかわらず河川整備計画に盛り込むこと。

３．２を踏まえ 「複数の治水対策案の立案及び概略評価による治水対策案の抽出について （白川流域）を、 」

修正し、再提案すること。
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